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全
国
大
学
国
語
教
育
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け
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発
表
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研
究
関
心
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全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
と
は

日
本
国
語
教
育
学
会
は
我
が
国
最
大
の
国
語

教
育
団
体
だ
が
、
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
も

会
員
数
千
百
人
を
超
え
る
学
会
で
あ
る
。
昭
和
二

十
五
年
、
大
学
の
国
語
教
育
講
座
を
担
当
す
る

教
員
を
中
心
に
、
国
語
教
育
研
究
の
充
実
と
発

展
を
期
し
て
結
成
さ
れ
た
こ
の
学
会
は
、
今
や
研

究
者
の
み
な
ら
ず
、
国
語
教
育
に
関
心
を
持
つ
人

た
ち
に
広
く
聞
か
れ
た
学
会
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
の
会
員
は
ほ

と
ん
ど
日
本
国
語
教
育
学
会
の
会
員
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
逆
の
加
入
率
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
の
も
と
、
学
会
と

い
う
場
に
お
い
て
国
語
科
教
育
学
は
ど
の
よ
う

な
状
況
や
動
向
を
示
し
て
い
る
か
を
述
べ
た
い

0

.
第
-
ニ
五
回
広
島
大
会
の
概
要

第
二
一
五
回
広
島
大
会
は
、
平
成
二
十
五
年

十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
に
広
島
大
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
内
容
は
二
日
間
、
二
十
一

岩
手
大
学

会
場
で
の
自
由
研
究
発
表
、
一
日
目
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
二
日
目
の
課
題
研
究
発
表
。
自
由
研

究
と
同
時
に
行
わ
れ
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

(
三
つ
の
話
題
)
と
公
開
講
座
と
い
っ
た
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
自
由
研
究
発
表
は
計
一

O
二
と
い
う
近
年
で
は
最
大
数
の
の
発
表
が
な

さ
れ
た
。
上
に

発
表
者
の
内
訳

を
示
す
。

多
く
は
大
学

教
員
と
大
学
院

生
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

そ
の
発
表
内

容
を
下
段
に
、

内
容
観
点
ご
と

に
多
い
順
に
分

類
し
て
み
る
。

(
分
類
は
筆
者

国立大学教員 20 私立大学教員 29 
元国立大学教員 3 短期大学教員 2 
国立大学院生 20 国立教職大学院現職派遣教員 5 
私立大学院生 3 国立機関 2 
民問機関 2 元大学院 2 
小学校教員 7 中学校教員 6 

高校教員 2 高専教員

中高一貫教員 l 教育センター
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各l

24 (学習材6、授業4、表現、文法、文学各3など)

13 (漢字、学習用語各3、語葉、伝国各2など)

11 
9 (読書2、単元、対話、読解力

8 

7 
5 
4 
4 
4 
3 (アメリカ2、ドイツ1)
5 (教師、信念、演劇、生涯発達、カリキュラム

など)

各1など)

0歴史的考察

O言語事項関連

0書くことの指導

O指導法

0話す・聞く

O説明文指導

O文学の指導

0論理、クリテイカルな思考

Oメディア

0古典

O海外の国語教育

Oその他



の
独
断
に
よ
っ
て
い
る
)

こ
う
し
て
み
る
と
、
意
外
に
も
歴
史
的
考
察

が
最
も
多
く
、
現
在
の
国
語
教
育
に
関
わ
る
研

究
課
題
よ
り
も
研
究
関
心
を
引
い
て
い
る
。
学

校
現
場
に
お
い
て
現
在
最
も
関
心
を
集
め
て
い

る
「
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
の
充
実
」
と
い
っ

た
課
題
は
、
教
職
大
学
院
生
の
発
表
上
に
し
か

見
受
け
ら
れ
ず
、
実
践
上
の
課
題
と
研
究
上
の

課
題
と
の
差
異
を
表
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項
系
統
性

を
踏
ま
え
た
上
で
の
考
察
は
多
く
見
ら
れ
、
そ

の
考
え
の
根
拠
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。
か
つ
て
倉
沢
栄
吉
氏
が
「
学
習
指
導

要
領
が
最
初
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
学
習
者

中
心
の
必
要
性
を
主
張
し
た
こ
と
を
筆
者
は
こ

れ
を
整
理
す
る
中
で
思
い
出
し
て
い
た
。

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
課
題
研
究

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
国
語
科
教
育
学
研

究
の
方
法
」
と
し
て
前
記
の
よ
う
な
各
研
究
発

表
が
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
国
語
科

教
育
学
に
機
能
し
て
き
た
か
が
議
論
さ
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
有
淳
俊
太
郎
、
藤
森
裕
治
、
深

津
広
明
(
教
育
方
法
学
)
、
内
田
伸
子
(
教
育

心
理
学
)
。
学
会
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
他
研
究

領
域
の
研
究
者
を
含
ん
で
の
議
論
が
な
さ
れ
る

学
際
性
に
も
あ
る
。
議
論
は
、
研
究
が
学
習
指

導
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
き
た
か

(
深
津
)
を
聞
い
直
す
中
で
、
様
々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
(
有
津
)
、
研

究
が
量
的
か
ら
質
的
に
転
換
し
て
き
た
こ
と

(
藤
森
)
研
究
に
お
い
て
統
制
群
の
設
定
に
よ

る
比
較
が
必
要
で
あ
る
こ
と
(
内
田
)
と
い
っ

た
展
開
が
な
さ
れ
た
。
筆
者
も
質
疑
に
お
い
て

発
言
を
し
た
が
、
質
的
な
記
述
に
よ
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
そ
の
厚
み
を
も
っ
て
し
で
も
、
そ
の

客
観
性
や
妥
当
性
を
い
か
に
持
ち
得
る
の
か
と

い
っ
た
問
題
関
心
を
提
示
し
た
。
上
越
教
育
大

学
大
学
院
が
行
っ
て
き
た
「
実
践
場
面
の
研

究
」
や
藤
森
氏
の
抽
出
生
徒
の
経
年
変
化
の
追

跡
調
査
、
内
田
氏
の
統
計
的
手
法
に
よ
る
妥
当

性
の
検
証
な
ど
が
、
教
育
方
法
学
と
教
科
教
育

学
な
ど
を
橋
渡
し
す
る
も
の
と
し
て
有
効
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

課
題
研
究
で
は
「
国
語
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

再
検
討
」
と
し
て
山
元
隆
春
氏
コ

l
デ
イ
ネ
l

ト
の
も
と
、
堀
江
祐
爾
、
佐
渡
島
紗
織
、
寺
田

守
各
氏
に
よ
る
発
表
が
な
さ
れ
た
。
紙
幅
か
ら

紹
介
し
得
な
い
が
、
各
氏
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ

の
国
語
教
育
学
者
A
-
ア
ッ
プ
ル
ビ
ー
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
共
通
点
で
あ
っ
た
。

av理
論
と
実
践
の
往
還

研
究
者
に
よ
る
研
究
関
心
が
、
細
分
化
し
て

い
く
中
で
、
全
国
大
学
が
集
約
し
た
『
国
語
科

教
育
学
研
究
の
成
果
と
展
望

E
』
(
学
芸
図
書
、

二
O
一
三
年
)
は
そ
の
広
範
な
研
究
を
こ
こ
十

年
の
研
究
成
果
の
総
括
と
し
て
ま
と
め
て
い
る

の
で
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。
研
究
と
実
践
の

関
連
性
(
レ
リ
パ
ン
ト
)
は
常
に
往
還
し
得
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
研
究
者
の
姿
勢

と
し
て
、
ま
た
実
践
課
題
解
決
の
為
に
も
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
本
学
会
員
も
全
国
大
学
に
足
を
運
ぶ
こ
と

を
お
勧
め
し
た
い
。
新
た
な
発
見
が
そ
こ
に
は

あ
る
と
思
う
。
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